
６
月
補
正
予
算

６
月
補
正
予
算

歳入の概要 歳出の概要

問　

美
山
和
泉
交
差
点
観
光
交

流
広
場
に
お
い
て
、
指
定
管
理

者
の
会
社
と
振
興
会
が
共
催
で

催
し
を
行
っ
た
場
合
の
利
用
料

の
扱
い
は
。

答　

市
が
主
催
す
る
行
事
、
広

く
市
民
を
対
象
と
し
た
公
益
性

の
高
い
行
事
、
そ
の
他
市
長
が

認
め
た
行
事
が
あ
り
、
地
域
振

興
の
た
め
使
用
さ
れ
た
場
合
は

免
除
と
な
る
。

問　

園
部
地
域
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
光

ケ
ー
ブ
ル
化
は
い
つ
頃
か
。

答　

２５
年
度
を
目
途
と
し
て
い

る
が
、
今
年
度
計
画
の
予
定
。

問　

美
山
中
学
校
で
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
推
進
研
究
事

業
に
取
り
組
む
と
あ
る
が
、
今

後
全
校
に
展
開
す
る
の
か
、
ま

た
、
学
校
評
議
員
制
度
と
の
関

連
は
。

答　

本
格
実
施
に
あ
た
っ
て
の

事
前
指
定
研
究
と
し
て
２
年
間

美
山
中
学
校
で
実
施
す
る
。
補

助
金
が
な
く
て
も
学
校
・
家
庭
・

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
学
校
運

営
が
必
要
。
学
校
評
議
員
制
度

と
は
別
。

問　

有
害
鳥
獣
の
防
護
柵
設
置

の
補
助
対
象
が
原
則
３
戸
以
上

と
な
っ
て
い
る
が
、
３
戸
ま
と

ま
る
の
は
難
し
い
実
態
。
見
直

し
の
検
討
は
。

答　

原
則
３
戸
以
上
で
補
助
対

象
と
な
る
が
、
２
戸
分
の
耕
作

地
し
か
な
い
場
合
は
対
応
を
検

討
す
る
。

問　

小
字
ご
と
で
防
護
柵
を
設

置
し
て
も
追
い
つ
か
な
い
。
追

加
や
補
強
な
ど
の
要
望
へ
の
対

応
は
。

答　

集
落
全
体
を
囲
む
よ
う
な

山
裾
へ
の
防
護
柵
の
設
置
を
検

討
し
て
い
る
。

問　

市
開
発
行
為
等
の
基
準
及

び
手
続
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
で
、
都
市
計
画
区
域
外
で

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

答　

美
山
、
日
吉
地
区
に
お
い

て
土
砂
災
害
防
止
法
の
警
戒
区

域
指
定
が
進
ん
で
い
る
が
、
特

別
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ
る

と
、
両
地
区
で
は
建
築
確
認
申

請
が
必
要
と
な
り
、
既
存
宅
地

で
の
改
築
が
困
難
と
な
る
こ
と

か
ら
、
１
千
平
方
メ
ー
ト
ル
ま

で
市
の
開
発
条
例
の
適
用
を
除

外
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

問　

地
域
子
育
て
創
生
事
業
の

若
者
の
出
会
い
応
援
事
業
の
内

容
は
。

答　

出
会
い
の
場
と
し
て
は
、

農
業
、
陶
芸
、
も
の
づ
く
り
、

カ
ヌ
ー
、
か
や
ぶ
き
の
里
な
ど

市
の
地
域
資
源
を
活
用
し
、
地

域
の
行
事
な
ど
と
連
携
し
た
取

り
組
み
を
検
討
。
さ
ま
ざ
ま
な

団
体
か
ら
取
り
組
み
た
い
と
の

要
望
が
あ
る
。

問　

包
括
的
支
援
セ
ン
タ
ー
事

業
の
北
部
拠
点
は
ど
こ
か
。

答　

社
協
の
本
庁
を
北
部
拠
点

と
し
、
も
う
一
カ
所
検
討
す

る
。

問　

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
実

施
要
項
で
は
、
８０
歳
で
サ
ー
ビ

ス
の
打
ち
切
り
と
い
う
規
定
は

な
い
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
利

用
し
た
い
と
き
に
利
用
で
き
な

い
実
態
が
あ
る
。

答　

外
出
支
援
の
重
要
性
は
認

識
し
て
い
る
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
人
と
公
共
交
通

機
関
を
利
用
で
き
る
人
と
の
間

に
い
る
人
に
対
す
る
外
出
支
援

に
つ
い
て
、
タ
ク
シ
ー
業
者
、

福
祉
有
償
運
送
事
業
者
、
一
般

の
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と
今
年
度

中
に
は
結
論
を
得
る
べ
く
調
整

中
。

会　計　名 補正前の額 補　正　額 現　在　額 概　　要

国民健康保険事業 34億4,520万円 265万円 34億4,785万円 国保連合会電算機器更
改整備負担金

介護保険事業 29億8,360万円 375万円 29億8,735万円 包括的支援事業の充実
など

簡易水道事業 6億4,530万円 3,946万円 6億8,476万円 老朽管の更新など

下水道事業 28億4,030万円 130万円 28億4,160万円 雨水排水事業など

平成22年度

特別会計補正予算（第1号）
平成22年度

特別会計補正予算（第1号）
平成22年度

特別会計補正予算（第1号）

契
約
の
成
立
も
考
慮
す
る
と
し

て
も
全
額
残
す
の
で
は
な
く
、
３
筆

の
う
ち
１
筆
分
を
残
し
、
２
筆
分
を

３
月
議
会
で
減
額
補
正
す
る
の
が
適

切
な
処
理
と
考
え
る
。
３
月
議
会
に

お
い
て
、
減
額
補
正
が
で
き
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
専
決
処
分
し
た
行
為

は
、
到
底
容
認
で
き
る
も
の
で
は
な

い
。
本
議
案
の
よ
う
な
議
会
を
軽
視

す
る
行
為
に
対
し
、
議
会
は
毅
然
た

る
態
度
で
不
承
認
を
示
し
、
専
決
処

分
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
を
促
す
必

要
が
あ
る
。

議
会
で
は
、
議
会
活
性
化
が
叫
ば

れ
て
い
る
が
、
本
議
案
の
よ
う
な
議

会
軽
視
に
対
し
て
、
異
議
を
唱
え
る

こ
と
か
ら
、
議
会
の
活
性
化
が
始
ま

る
。
議
員
諸
兄
の
賢
明
な
る
判
断
を

仰
ぎ
、
反
対
の
討
論
と
す
る
。

市議会だより『なんたん』／第18号 2市議会だより『なんたん』／第18号3

●市税……………………7,270万円追加
　固定資産税償却資産分
●分担金及び負担金……1,015万円追加
　鳥獣害防止総合対策事業分担金
●国庫支出金……………2,782万円追加
　合併市町村補助金（新規）など
●府支出金………………8,198万円追加
　地域子育て創生事業補助金など
●繰入金……………………350万円追加
　義務教育施設整備基金から繰入（新規）
●諸収入…………………1,053万円追加
　国民文化祭の市町村運営助成交付金（新規）など
●市債……………… 1億9,250万円追加
　道路橋梁整備事業のための借入れなど

●総務費………………… 2,242万円追加
　まちづくり活動支援交付金（新規）など
●民生費…………………… 852万円追加
　地域子育て創生事業費（新規）など
●衛生費………………… 3,044万円追加
　簡易水道事業特別会計への繰出金など
●労働費…………………… 463万円追加
　緊急雇用創出事業費
●農林水産業費………… 4,995万円追加
　野生鳥獣被害総合対策事業など
●土木費…………… 2億6,335万円追加
　道路新設改良事業など
●消防費………………… 1,060万円追加
　木造住宅耐震改修事業補助金など
●教育費…………………… 927万円追加
　学校図書館有効活用方法調査研究事業（新規）など

　　　　合計…………… 3億9,918万円　　　　合計…………… 3億9,918万円

６
月
定
例
会

６
月
定
例
会平成22年度一般会計補正予算（第1号）【全員賛成】可決

3億9,918万円を追加し、

平
成
２２
年
６
月
定
例
会
は
６
月

１
日
に
開
会
し
、
２４
日
に
閉
会
し
ま

し
た
。

今
議
会
に
は
、
予
算
関
係
で
は
、

２１
年
度
の
一
般
会
計
と
簡
易
水
道
事

業
な
ど
３
特
別
会
計
予
算
の
専
決
処

分
の
承
認
や
、
２２
年
度
の
一
般
会
計

と
国
民
健
康
保
険
事
業
な
ど
４
特
別

会
計
の
補
正
予
算
が
、
ま
た
、
条
例

関
係
で
は
、
美
山
和
泉
交
差
点
観
光

交
流
広
場
設
置
条
例
な
ど
あ
わ
せ
て

８
件
の
条
例
の
制
定
や
一
部
改
正
な

ど
が
提
案
さ
れ
、
１４
日
か
ら
１６
日
に

か
け
て
開
か
れ
た
各
常
任
委
員
会
で

具
体
的
に
審
議
し
た
の
ち
、
２４
日
の

最
終
本
会
議
で
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
承
認
・
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
９
日
か
ら
１１
日
ま

で
の
三
日
間
行
わ
れ
、
１５
人
の
議
員

が
質
問
に
立
ち
、
市
政
を
質
し
ま
し

た
。そ

の
ほ
か
、
議
会
の
活
性
化
を
検

討
す
る
議
会
特
別
委
員
会
の
設
置
や

副
市
長
選
任
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
、
同
意
し

ま
し
た
。

総額 198億1,718万円に

全員
賛成

可
決

反
対
討
論（
要
旨
）

専
決
処
分 松

尾
　
武
治
議
員

平
成
２１
年
度

　

南
丹
市
土
地
取
得
事
業

　

特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
５
号
）に
つ
い
て

各
委
員
会
で
の

主
な
質
疑


